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“真剣勝負”（結果は7P）

　

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
な
り
ま

し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世
論
調
査
で
、
平

成
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
戦
争
が
な
く
平
和
な
時

代
」
が
八
割
弱
に
上
っ
た
そ
う
で
す
。

　

令
和
時
代
も
戦
争
の
な
い
平
和
な

時
代
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、『
公
民
館
の
歌
』
と
い

う
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
昭
和

二
十
二
年
六
月
に
公
募
に
よ
っ
て
選

ば
れ
、
こ
の
歌
が
で
き
ま
し
た
。
三

番
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
一
番
の
歌
詞

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

昭
和
二
十
年
の
終
戦
後
、
戦
前
に

お
け
る
社
会
教
育
の
反
省
の
上
に
立

ち
、
教
育
の
民
主
化
、
文
化
国
家
の

建
設
の
目
的
で
公
民
館
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
願
い
が
こ
の
歌
詞
の

中
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
に
お
い
て
も
、
公
民
館
設
置

の
原
点
に
思
い
を
寄
せ
、
大
勢
の
皆

さ
ん
が
「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」「
む

す
ぶ
」
こ
と
を
促
し
、
人
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

公
民
館
の
歌
（
自
由
の
朝
）

作
詞　

山
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晋
一

作
曲　

下
総　

皖
一

　
平
和
の
春
に
　
あ
た
ら
し
く

　
郷
土
を
興
す
　
よ
ろ
こ
び
も

　
公
民
館
の
　
つ
ど
い
か
ら

　
と
け
あ
う
心
　
な
ご
や
か
に

　
自
由
の
朝
を
　
た
た
え
よ
う

お　知　ら　せ

　64 回目を迎える今年の成人式の該当者は、
平成 10 年 4 月 2 日から平成 11 年 4 月 1 日生まれ
の方で、町内に住所を有している方、または坂城中
学校を卒業した方等が対象です。

町民の親睦と健康増進、体力・技術の
向上を目的に、町民ゴルフ大会を開催します。

☆	成人式の「ご案内」は、7月上旬に発送を予定して
います。
☆	発送は、学生等で町外に転出されている方について
も、町内ご住所（実家等）宛となります。
☆	ただし、次に該当される方、または、該当する人を
知っている方は、お手数でも町公民館事務局までご
連絡ください。
　　①発送先を上記以外に希望される方
　　②婚姻等で姓・住所が変わった方
　　③世帯ごと町外に転出されている方
　　④町内の方で、坂城中学校以外へ
　　　進学等された方

【連絡先】坂城町公民館事務局　電話 ８２－ 2069

期　　日	 ７月21日（日）
会　　場	 浅間高原カントリー倶楽部
参 加 費	 3,000 円
申込期間	 ６月15日（土）・16日（日）・17日（月）
	 午前１０時～午後４時
申込場所	 文化センター２階ロビー
募集人員	 200 名
参加資格	 町民・町内勤務者
競技方法	 １８ホール　新ぺリア方式

第64回坂城町成人式

第39回坂城町町民ゴルフ大会

～名簿の作成と
「ご案内」発送についてお願い～

8月15日
開催!!

千曲川に生息している魚等について親子で
楽しみながら学ぶ講座です（２日間）。
講　師　後藤敏一さん、後藤正一さん
会　場　千曲川（坂城大橋下周辺）
日　時　6月 29日（土）　午後 3時～ 6時 30分
	 6 月 30日（日）　午前 5時～ 9時
受講料 1,000 円

季節のお花をベースにアレンジして
素敵な作品を作りましょう！
講　師　フローラみゆき　美幸園
会　場　文化センター1階大会議室
日　時　6月26日（水）　午後1時30 分～3時
受講料　500 円（材料費別）
定　員　15名

夏の風物詩である納涼音
楽会が今年も開催されま
すので、ご参加ください。
日　時　７月6日（土）
	 午後１時開場
	 午後１時30 分開演
場　所 文化センター　１階　大会議室
主　催 坂城町音楽愛好会・坂城町公民館
出　演 町内音楽団体
	 アルストロメリア　童謡唱歌を楽しむ会
	 坂城オカリナ教室　坂城コーラス
	 モアナハワイアンズ　坂城町吹奏楽団
	 	町内小学校・坂城高校からも参加予定です。

川の学校

さかきふれあい大学

お花でアート「フラワーアレンジメント」

第41回
納涼音楽会

親子で参加
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分館役員のみなさん

　専門部は、町公民館の事業をそ
れぞれ分担して企画立案し、公民
館運営の要として活動します。

　春が来て、新年度の公民館体制がスタートしました。
　本館専門部のみなさん、分館役員のみなさんを紹介します。一年間よろしくお願いします。

（敬称略）

　町公民館事業全体を検討し、
推進します。

　健康増進のため体育事業を企
画し、運営します。

　文化事業を企画し、運営します。

　公民館報を編集し、発行します。

部　長	 天田　藤雄	 （四ツ屋）
副部長	 丸山　辰行　	（鼠　宿）
	 表　　哲男　	（金　井）
	 水出　康成　	（苅屋原）
	 白戸　　均　	（上　平）

部　長	 池上　清一	 （日名沢）
副部長	 塚田　広司	 （田　町）
	 三井　正憲	 （入横尾）
	 清水　浩樹	 （新　町）
	 塚田　友行	 （網　掛）
	 持田　健介	 （月　見）

部　長	 蒲原　敏一	 （横　町）
副部長	 古谷　　哲	 （大　宮）
	 西川　恵理	 （　泉　）
	 宮沢　　翼	 （込　山）
	 柳澤　和重	 （南日名）

部　長	 中沢　公良	 （中之条）	
副部長	 藤森　洋充	 （新　地）
	 滝沢　和子	 （御所沢）
	 青木　秀雄	 （立　町）
	 川島　要子	 （上五明）

本館専門部員の
みなさん

総務部

体育部

文化部

広報部

令和元年度 坂城町公民館体制

分　館 分館長 副分館長 文化部長 体育部長 広報部長

鼠　宿 丸  山  辰  行 田  中  徳  一 池  田　    隆 若  林  裕  也 山  崎  健  司

新　地 細  田  　  厚 澤  崎 不二男 吾  妻  聖  臣 横  山  弘  治 藤  森  洋  充

金　井 表  　  哲  男 三  井  宰  喜 臼  田  直  行 綾  部  由  紀 山  極  太  忠

入横尾 宮  下  　  学 青  木  徳  次 堀  内  英  佑 三  井  正  憲 宮  島  宏  明

町横尾 小  林    　厚 中  村  幸  彦 天  田 健一郎 細  田  周  作 堀  内    　哲

泉 森  下  敏  幸 西  川  恵  理 西  川  恵  理 清  水  貴  司 森  下  敏  幸

中之条 柳  澤  次  夫 今  井  賢  一 
宮  入  修  治 牛  澤  高  志 大久保      博 中  沢  公  良

四ツ屋 天  田  藤  雄 矢  島  良  男 鳥  居  正  美 天  田    　宏 寺  澤  裕  一

戌久保 矢  嶋  　  誠 丸  橋  健  一 中  嶋  秀  樹 山  崎  啓  五 中  嶋  秀  樹

御所沢 竹  堤 やす子 滝  沢  幸  映 
林    　克  臣 久  保  田  恵 助  川  朋  廣 滝  沢  和  子

田　町 竹  堤  恵  一 宮  下  勝  治 中  沢  佑  紀 塚  田  広  司 関    　智  一

横　町 宮  下  秀  陣 佐  藤  准  一 
沓  掛  一  雄 蒲  原  敏  一 宮  尾  洋  行 中  沢  秀  一

込　山 片  桐    　有 宮  沢    　彰 宮  沢 　   翼 吉  池  昌  志 伊  藤  浩  司

立　 町 栁  沢  勝  彦 前  山  一  隆 
田  村    　譲 田  村  千  里 池  田  健  司 青  木  秀  雄

旭ケ丘 白  砂  勇  一 荒  井   　 明 宮  尾 久美子 田  中  弘  敏 鳥  居  勝  三

南日名 谷田辺 基  夫 塚  田  郁  夫 
小宮山      泉 柳  澤  和  重 塚  田  利  幸 柳  澤  和  重

北日名 冨  田  義  信 春  日  隆  文 
西  沢  正  一 山  崎  敏  雄 鈴  木  　  剛 西  沢  正  一

日名沢 鬼  頭  忠  雄 石  原  吉  紀 塚  田  克  彦 池  上  清  一 宮  下  玲  子

大　宮 吉  﨑  博  明 冨  田  房  雄 古  谷  　  哲 宮  﨑  進  二 松  岡 今朝志

新　町 冨  山    　泰 望  月  　  暁 
黒  岩  千  尋 中  井  英  光 清  水  浩  樹 磯  野  清  美

坂　端 竹  内  秀  雄 髙  橋  伴  幸 丸  山  真  哉 髙  橋  祐  次 竹  内  博  子

苅屋原 水  出  康  成 小  出  正  紀 水  出  初  雄 千  野    　博 井  上  敏  章

網　掛 宮  原  紘  一 久  保  良  祐 
武  井  靖  一 武  井  靖  一 塚  田  友  行 宮  崎  正  男

上五明 塚  田    　明 山  城    　健 竹  内  和  幸 久保田      真 川  島  要  子

上　平 白  戸   　 均 宮  下  祥  次 山  辺  宝  予 朝  倉  千  尋 浜  本  正  樹

小　網 塩  野  文  明 小  島  竣  二 宮  沢  正  博 塩  野    　仁 西  沢  茂  盛

月　見 柳  澤  宏  幸 井  出    　学 岩  野 むつみ 持  田  健  介 田  中 けさ江

第36回坂城町囲碁大会開催 第36回坂城町将棋大会開催
　3 月 17 日（日）、文化センターにおいて第 36 回坂
城町囲碁大会を開催しました。20 名の参加があり、熱
戦が繰り広げられました。

　3 月 24 日（日）、文化センターにおいて第 36 回坂城町将
棋大会を開催しました。参加者は小学生８人を含む総勢 74
名の参加がありました。女性は女子高校生２名など５名の参
加で、県外（山梨県、群馬県）や松本市、長野市、上田市
などからの参加もあり、熱戦が繰り広げられました。

公民館長杯 文化協会長杯

工
夫
が
あ
っ
た
。

　
二
つ
目
は
、
気
遣
っ
て
く
れ

る
人
の
温
か
さ
。
戸
を
開
け
閉

め
し
て
も
ら
っ
た
り
、
道
を
先

に
譲
っ
て
も
ら
っ
た
り
、「
大
丈

夫
？
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ

た
り
、
今
ま
で
よ
り
も
人
と
関

わ
る
こ
と
が
増
え
、
そ
の
人
の

温
か
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
生
活

面
や
精
神
面
で
助
け
て
も
ら
っ

た
家
族
、
毎
日
声
を
か
け
て
く

れ
た
り
、
気
遣
っ
て
く
れ
る
坂

城
中
の
生
徒
や
先
生
方
、
剣
道

の
先
生
方
に
は
、
感
謝
の
言
葉

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
普
通
に
生
活
で
き
る
こ
と
が

当
た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
、
ど
ん
な
人
で
も
使
い
や
す

い
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
た
り
、

お
互
い
に
温
か
い
心
を
持
っ
て

関
係
を
築
け
た
り
す
る
こ
と
が

大
切
な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
次
は
濱
野
ま
り
な
さ
ん
で
す
。

　
今
年
一
月
、
剣
道
で
ア
キ
レ

ス
腱
を
断
裂
し
た
。
約
二
十
年

間
、
剣
道
を
続
け
て
き
た
中
で

の
最
大
の
ケ
ガ
だ
っ
た
。
今
ま

で
何
不
自
由
な
く
生
活
し
、
思

い
っ
き
り
剣
道
を
し
て
い
た
が
、

左
足
は
ギ
プ
ス
、
両
腕
に
は
松

葉
杖
。
剣
道
す
る
だ
け
で
な
く
、

普
通
に
生
活
す
る
こ
と
も
で
き

な
く
な
っ
た
。
思
う
よ
う
に
動

け
な
い
こ
と
、
剣
道
に
打
ち
込

め
な
い
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
人

に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
が

精
神
的
に
と
て
も
苦
痛
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
不
自
由
に
な
っ
て
、

今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と

も
た
く
さ
ん
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
一
つ
目
は
、
施
設
内

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
。
所
々
に
設

置
さ
れ
た
手
す
り
、
身
体
障
害

者
用
の
ト
イ
レ
、
車
い
す
マ
ー

ク
の
あ
る
駐
車
場
、
ス
ロ
ー
プ
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
必
要
と
さ

れ
る
と
こ
ろ
に
必
ず
設
置
さ
れ
、

ど
ん
な
人
に
で
も
使
い
や
す
い

５
０
０
字
リ
レ
ー
ト
ー
ク

不
自
由
に
な
っ
て

感
じ
た
こ
と

　
　
坂
城
中
剣
道
部

顧
問
　
宮
原
　
理
沙

春の合同茶会開催 春のスポーツ大会開催
　４月 28 日（日）、晴れ渡った空のもと、中之条の
文化の館で「第 30 回合同茶会」が開催されました。
　今年は、茶室の本席が裏千家、立札席が表千家

でした。春の
お茶とお菓子
をいただきま
した。

お詫びと訂正について
　前号（388 号）P3 に掲載した室賀氏の墓（室賀
青松寺裏）が誤っていました、正しくは前松寺です。
訂正し、お詫び申しあげます。

　5 月 19 日（日）春のスポーツ大会を開催しました。
　ソフトボール 23 チーム、ビーチボール 30 チームが熱戦
を繰り広げました。結果は、次のとおりです。

ソフトボール
の部 優　勝

A	ブロック 金　井
B	ブロック 町横尾
C	ブロック 新地・中之条
D	ブロック 入横尾
E	ブロック 四ツ屋・戌久保

ビーチボール
の部 優　勝 準優勝

第1ブロック 入横尾 A 込山A
第2ブロック 横　町 新地A
第3ブロック 四ツ屋B 込山B
第4ブロック 金井A 新地B

試 合 結 果

優　勝 中野　勝治 月　見
準優勝 小松　丈樹 泉
三　位 原　　光王 網　掛
四　位 松岡今朝志 大　宮
五　位 深代　元栄 日名沢

優　勝 春日　恭蔵 大　宮
準優勝 片桐　　正 入横尾
三　位 市川　静男 小　網
四　位 坂本　光男 込　山
五　位 宮下　文吉 金　井

優　勝 柏原　哲也 松本市
準優勝 高橋　智哉 長野市
三　位 鈴木　　翼 長野市

優　勝 鈴木　千尋 長野市
準優勝 関　　　保 上田市
三　位 栁沢　智彦 坂城町

公民館長杯 文化協会長杯
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〇
砂
礫
地

　

千
曲
川
の
中
流
域
に
あ
た
る
坂
城
町

周
辺
は
広
大
な
砂
礫
洲
が
連
な
っ
て
い

る
。
河
原
を
構
成
す
る
砂
礫
の
大
き
さ

は
、
人
の
頭
よ
り
大
き
な
石
か
ら
さ
ら
さ

ら
の
砂
ま
で
幅
広
い
。
砂
礫
河
原
に
は
日

光
や
風
を
遮
る
も
の
が
な
い
た
め
、
春
先

は
川
を
渡
る
強
風
に
身
が
縮
み
、
初
夏
以

降
は
河
原
全
体
が
焼
け
そ
う
に
熱
い
。
河

川
環
境
の
中
で
も
特
に
過
酷
に
見
え
る

砂
礫
地
だ
が
、
こ
こ
に
も
巣
を
造
っ
て
子

育
て
を
す
る
鳥
た
ち
が
い
る
。
イ
カ
ル
チ

ド
リ
、
コ
チ
ド
リ
、
そ
し
て
イ
ソ
シ
ギ
で

あ
る
。

　

イ
カ
ル
チ
ド
リ
と
コ
チ
ド
リ
は
、
頭

は
ず
ん
ぐ
り
と
丸
く
、
背
面
が
茶
色
で
、

腹
面
は
白
い
。
額
か
ら
目
に
か
け
て
と
、

首
周
り
が
黒
く
、
目
の
ま
わ
り
に
は
ア
イ

リ
ン
グ
と
よ
ば
れ
る
黄
色
い
皮
膚
の
ふ
ち

ど
り
が
あ
る
。
イ
ソ
シ
ギ
は
や
や
小
さ
な

頭
と
細
長
い
く
ち
ば
し
を
持
ち
、
背
面
は

オ
リ
ー
ブ
が
か
っ
た
褐
色
、
腹
面
は
下か
び尾

筒と
う

ま
で
白
い
。
尾
羽
を
上
下
に
振
り
な
が

ら
歩
く
の
が
特
徴
だ
。
三
種
と
も
、
長
め

の
し
っ
か
り
し
た
足
を
持
ち
、
水
際
を
走

り
回
っ
て
は
水
性
昆
虫
な
ど
を
食
べ
て
い

る
。

　

チ
ド
リ
類
二
種
は
、
開
け
た
砂
礫
地
の

地
上
に
浅
い
お
皿
状
の
窪
み
を
掘
っ
て
、

だ
い
た
い
四
卵
を
産
む
（
写
真
５
）。
窪

み
の
底
に
は
小
石
が
敷
き
詰
め
て
あ
る
こ

と
が
多
い
が
、
何
も
敷
か
ず
、
単
な
る
窪

み
に
卵
が
置
い
て
あ
る
だ
け
の
巣
も
し
ば

し
ば
あ
る
。
イ
カ
ル
チ
ド
リ
の
卵
は
青
み

が
か
っ
て
い
て
、
赤
褐
色
の
細
か
な
斑は
ん

が

入
っ
て
い
る
。
コ
チ
ド
リ
は
、
黄
褐
色
の

地
に
濃
い
褐
色
の
斑
が
入
っ
て
い
る
。
小

石
の
上
に
置
か
れ
た
卵
も
親
鳥
の
羽
の
色

も
、
周
囲
の
砂
礫
に
よ
く
溶
け
込
ん
で
い

て
、
見
つ
け
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　

河
原
を
散
歩
し
て
い
る
と
き
な
ど
に
、

傷
つ
い
た
よ
う
に
羽
を
震
わ
せ
て
い
る
鳥

を
見
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
は

も
し
か
し
た
ら
近
く
に
雛
や
卵
が
あ
る

と
き
に
チ
ド
リ
類
や
シ
ギ
類
が
見
せ
る
擬ぎ

傷し
ょ
う

行こ
う
ど
う動
か
も
し
れ
な
い
。

　

擬
傷
行
動
は
親
鳥
の
命
を
か
け
た
名

演
技
で
あ
る
（
写
真
６
）。
と
き
に
声
を

上
げ
な
が
ら
体
を
傾
け
て
片
翼
を
あ
げ

て
バ
タ
バ
タ
さ
せ
、
尾
羽
や
両
翼
を
広
げ

て
激
し
く
、
も
し
く
は
力
な
く
震
わ
せ
、

ま
る
で
飛
べ
ず
に
も
が
い
て
弱
っ
て
い
る

か
の
よ
う
に
見
せ
る
。
そ
う
し
て
外
敵
の

注
意
を
自
分
に
引
き
付
け
、
巣
が
見
つ
か

ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
だ
。
親
鳥
は
、
敵

が
十
分
に
巣
か
ら
離
れ
る
ま
で
、
注
意
深

く
敵
の
様
子
を
見
な
が
ら
擬
傷
行
動
を

続
け
、
敵
が
誘
い
に
乗
っ
て
こ
な
い
と
、

敵
の
方
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と
さ
え
あ

る
。
そ
し
て
十
分
離
れ
た
安
全
圏
ま
で
敵

を
連
れ
出
す
と
、
唐
突
に
擬
傷
行
動
を

や
め
て
飛
び
去
る
の
だ
。 

　

こ
れ
ら
の
種
が
何
も
な
い
、
言
い
か
え

れ
ば
見
通
し
の
よ
い
砂
礫
地
に
巣
を
造
る

の
は
、
敵
を
い
ち
早
く
見
つ
け
る
た
め
で

も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
皆
さ
ん
が
も
し
擬
傷

行
動
を
す
る
鳥
に
出
会
っ
た
ら
、
そ
っ
と

そ
の
場
を
離
れ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。

〇
増
水
が
つ
く
る
崖
と
砂
礫
地

　

鳥
た
ち
が
利
用
す
る
環
境
の
中
で
も
、

土
崖
や
砂
礫
地
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
草
や
木
が
茂
り
、
樹
林
地
へ
と
か
わ
っ

て
い
く
。
す
る
と
、
鳥
た
ち
は
巣
を
造
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、去
る
し
か
な
い
。

崖
や
砂
礫
地
に
巣
を
造
る
鳥
が
千
曲
川

で
繁
殖
で
き
る
の
は
、
広
大
な
河
川
の
中

で
草
や
木
の
繁
茂
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
新
た

な
土
崖
と
砂
礫
地
を
造
り
出
す
、
増
水

と
い
う
大
き
な
水
の
力
が
不
定
期
な
が

ら
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

規
模
が
大
き
い
と
人
間
生
活
に
影
響

を
与
え
う
る
増
水
だ
が
、
河
川
は
も
と
も

と
動
的
な
環
境
で
あ
り
、
そ
こ
に
適
応
し

て
き
た
生
き
物
が
い
る
。
増
水
の
発
生
に

よ
っ
て
生
息
が
維
持
で
き
る
鳥
類
の
存
在

を
認
識
す
る
こ
と
は
、
千
曲
川
の
河
川
生

態
系
を
考
え
る
上
で
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。

キッズスポーツ教室スタート!リトミック教室スタート!
　5 月 8 日（水）、今年もキッズスポーツ教室が開
講しました。
　教室は、幼少期のお子様が、いつもとちがうお友
達と運動したり、楽しいレクリエーションゲームを
通じて、スポーツに親しみ、豊かな創造力を育んで
いきます。長野体育指導センター市村恵美子先生の
指導のもと、30 名の子供たちと１年間元気良く活
動していきます。（～３月 4 日まで　毎週水曜日）

　５月 8 日（水）、文化センター大会議室で体を動
かしながら、楽しく音感がみにつくリトミック教室
が中沢敏江先生の指導により、今年も開講しました。
若干定員に余裕がありますので、興味のある方はぜ
ひ坂城町公民館までお問い合わせをしてください。

（～２月 25 日まで　毎週水曜日）

　4 月 16 日（火）、平成 31 年度坂城町公民館文化講座開講式が行われました。この講座は、新たな学びに挑戦
しようとする初心者を対象としております。途中からの受講も歓迎です。講座内容は、ご家庭に配布されました
生涯学習情報「まなびの玉手箱」を参考にしてください。
　また、文化センター（2 階）「K・アートギャラリー」において、文化講座受講者や文化協会及びその他の団体・
個人の作品を展示しています。約 4 週間ごとに展示内容を更新しておりますので、是非ご鑑賞ください。

公民館文化講座開講式開催

講　　座

NEW

生涯学習の
マスコット
“マナビィ”

（
写
真
５
）
コ
チ
ド
リ
の
巣
と
卵

（
写
真
６
）
擬
傷
す
る
コ
チ
ド
リ

撮
影
：
内
田
博

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

　
　

や
な
ぎ
ま
ち
た
か
し
展

さ
か
き
和
布
の
会

「
ね
ず
み
の
ひ
い
な
あ
そ
び
」

俳　句
短　歌

茶道（表千家）
茶道（裏千家）
木　彫
書　道
コーラス
陶　芸
古文書
絵　画

盆栽（自主講座）
植物散策
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〇
自
然
の
流
れ
が
残
る
千
曲
川

　

坂
城
町
を
ゆ
る
や
か
に
蛇
行
し
な

が
ら
流
れ
て
い
く
千
曲
川
は
、
長
野

県
、
山
梨
県
、
埼
玉
県
の
境
に
あ
る

甲こ

ぶ

し
武
信
ヶ
岳
の
中
腹
か
ら
湧わ

き
で
る

水
を
源
流
と
し
、
長
野
県
内
を
流
れ

て
新
潟
県
に
入
り
、
信
濃
川
に
名
前

を
変
え
た
後
、
最
終
的
に
日
本
海
に

注
ぐ
。
そ
の
幹
川
流
路
の
総
延
長
は

三
百
六
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
日
本

最
長
の
河
川
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

上
流
に
大
き
な
ダ
ム
を
持
た
な
い

た
め
、
水
の
流
れ
は
お
お
よ
そ
自
然

に
ま
か
せ
て
変
化
す
る
。
つ
ま
り
、

台
風
な
ど
で
大
雨
が
降
れ
ば
水
位
は

大
き
く
上
昇
し
て
増
水
と
な
り
（
写

真
１
）、
勢
い
の
あ
る
水
は
砂
礫れ
き

や
植

物
な
ど
を
押
し
流
し
て
、
中
州
の
配

置
や
大
き
さ
、
そ
の
陸
上
部
分
の
植

物
状
況
な
ど
を
一
変
さ
せ
る
。

　

歴
史
的
に
人
々
は
、
飲
み
水
や
農

業
用
の
灌か
ん
が
い漑
用
水
、
肥
沃よ
く

な
土
壌
、

内
水
面
漁
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵

を
河
川
か
ら
享
受
し
て
き
た
。
も
ち

ろ
ん
、
人
と
河
川
と
の
付
き
合
い
に

は
自
然
の
恵
み
だ
け
で
な
く
闘
い
も

あ
っ
た
。
増
水
に
よ
っ
て
、
河
川
周
辺

に
住
む
人
々
の
家
が
浸
水
す
る
こ
と

も
、
田
畑
が
押
し
流
さ
れ
、
人
々
の

命
が
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ

千曲川に棲む鳥たち① 「鳥の巣はどこにある？」
ふるさと探訪特集 PART 104

　今回からふるさと探訪は、千曲川の鳥についてシリーズで掲載します。
　寄稿者は、笠原里恵さんです。

長野県生まれ。信州大学大学院教育学研究科で中村浩志先生の生態学研究室に進学以来、20年近
く千曲川に生息する鳥類の生態について研究を続けています。多摩川（東京都）、鬼怒川（栃木県）、
岩木川（青森県）なども調査地。2019年 4月より、信州大学理学部附属湖沼高地教育研究センター
諏訪臨湖実験所に所属。

笠原　里恵（かさはら　さとえ）

の
た
め
、
近
年
ま
で
の
行
政
に
よ
る
河

川
管
理
の
焦
点
は
、
い
か
に
増
水
に

よ
る
被
害
を
抑
え
人
間
生
活
に
水
を

役
立
て
る
か
、
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
治
水
と
利
水
に
重
点
を
お
い

た
河
川
管
理
の
方
向
性
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
七

年
の
河
川
法
改
正
で
あ
る
。
河
川
生

態
系
や
植
生
の
保
護
・
育
成
が
河
川

管
理
の
目
的
に
加
わ
り
、
人
々
に
潤

い
を
与
え
る
重
要
な
水
と
緑
の
空
間

と
し
て
も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
。

〇
河
川
生
態
系
を
知
る
意
味

　

河
川
生
態
系
に
配
慮
し
た
河
川
管

理
、
い
わ
ゆ
る
川
づ
く
り
と
は
、
何
を

ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
重

要
な
の
は
、
河
川
の
姿
は
地
域
に
よ
っ

て
違
う
と
い
う
こ
と
だ
。
流
域
に
住

む
皆
さ
ん
が
河
川
と
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
き
た
か
と
い
う
歴
史
は
も
ち

ろ
ん
、
河
川
そ
の
も
の
の
構
造
や
環

境
、
生
息
し
て
い
る
生
物
の
種
や
豊

富
さ
も
川
に
よ
っ
て
違
う
。
つ
ま
り
、

河
川
生
態
系
に
配
慮
し
た
川
づ
く
り

と
い
う
の
は
、
つ
き
つ
め
て
い
け
ば
、

そ
の
川
ら
し
い
川
を
目
指
す
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

〇
千
曲
川
の
環
境
と
鳥
類

　

前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
千
曲
川
ら
し
い
川
を
考
え
る
と

き
、
そ
こ
に
生
息
す
る
生
物
を
抜
き

に
し
て
話
は
先
に
進
ま
な
い
。
今
回

を
含
め
、
三
回
の
お
話
の
中
で
私
が

紹
介
す
る
の
は
、
千
曲
川
に
棲
む
鳥

た
ち
で
あ
る
。

　

鳥
と
い
う
と
翼
が
あ
っ
て
、
自
由
に

ど
こ
へ
で
も
移
動
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
お
思
い
の
方
も
多
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
鳥
に
は
そ
れ
ぞ
れ
種
で
好
ん
で
利
用

す
る
環
境
が
あ
り
、
あ
る
種
が
そ
こ
に
い

る
か
（
生
息
で
き
る
か
）
は
、
そ
の
種
が

利
用
で
き
る
環
境
の
有
無
や
量
に
左
右

さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

　

特
に
、
卵
を
産
み
、
雛ひ
な

を
育
て
る
繁
殖

期
は
、
外
敵
に
巣
が
見
つ
か
ら
な
い
よ
う

に
、
雛
に
栄
養
を
た
く
さ
ん
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
と
、
親
鳥
の
環
境
に
対
す
る
好
み

が
う
る
さ
く
な
る
時
期
で
あ
る
。
で
は
、

千
曲
川
で
は
、
ど
の
よ
う
な
鳥
た
ち
が
棲

み
、
繁
殖
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
環
境

別
に
紹
介
し
て
い
こ
う
。

〇
ヤ
ナ
ギ
・
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
林

　

鳥
の
巣
と
い
わ
れ
て
思
い
浮
か
べ
る
の

は
、
小
枝
や
枯
れ
草
を
編
ん
で
樹
上
や
草

の
中
に
造
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
と
え
ば
、
木
の
枝
で
作
ら
れ
た
ハ
シ
ボ

ソ
ガ
ラ
ス
や
キ
ジ
バ
ト
の
巣
、
枯
れ
草
な

ど
で
編
ま
れ
た
ヒ
ヨ
ド
リ
や
モ
ズ
な
ど
の

巣
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
い
う
巣
は
、
千
曲

川
の
水
際
に
生
育
す
る
ヤ
ナ
ギ
林
や
、
そ

こ
か
ら
も
う
少
し
陸
に
上
が
っ
た
場
所
に

発
達
し
て
い
る
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
（
春
に
白

い
房
状
の
花
を
付
け
、
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
と

も
呼
ば
れ
る
）
林
の
中
で
見
ら
れ
る
。
林

床
の
草
の
中
に
は
ホ
オ
ジ
ロ
（
写
真
２
）

や
キ
ジ
の
巣
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
木
の
幹
に
で
き
た
穴
（
樹
洞
）
に

は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
ム
ク
ド
リ
も
営
巣
す

る
。

　

た
だ
し
、
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
は
北
ア
メ
リ

カ
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
種
で
、
暖
炉

の
薪ま
き

に
は
適
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
増
水

時
に
は
流
木
に
な
り
や
す
く
、
こ
の
木
の

繁
茂
は
治
水
の
面
か
ら
は
問
題
も
あ
る
。

〇
ヨ
シ
原

　

成
長
す
る
と
、
ゆ
う
に
三
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
ヨ
シ
の
群
落
は
水
辺
に
発
達
し
や

す
い
。
四
月
下
旬
に
な
る
と
、
オ
オ
ヨ
シ

キ
リ
が
繁
殖
の
た
め
に
海
外
か
ら
渡
っ
て

き
て
、ヨ
シ
の
て
っ
ぺ
ん
に
留
ま
り
、ギ
ョ

ギ
ョ
シ
、
ギ
ョ
ギ
ョ
シ
と
賑に
ぎ

や
か
に
さ
え

ず
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
鳥
は
ヨ
シ
の
茎

に
枯
れ
草
を
巻
き
付
け
て
巣
を
編
ん
で

い
き
、宙
に
浮
い
た
よ
う
な
巣
を
造
る（
写

真
３
）。
ヨ
シ
が
風
に
揺
れ
る
た
び
巣
も

揺
れ
る
が
、
卵
を
温
め
る
親
も
孵ふ

か化
し
た

雛
も
一
緒
に
揺
れ
て
、
気
に
し
て
い
な
い

よ
う
だ
。
海
外
の
研
究
で
は
、
水
の
上
に

生
え
た
ヨ
シ
の
群
落
は
卵
や
雛
を
襲
う

天
敵
が
近
寄
り
づ
ら
く
な
る
た
め
、
巣
造

り
場
所
と
し
て
好
ま
れ
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。

〇
土
崖

　

千
曲
川
に
は
、
土
が
露
出
し
た
崖が
け

が

所
々
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
増
水
が
起
き

た
と
き
に
、
水
流
で
土
が
削
ら
れ
て
で
き

た
も
の
だ
。
崖
の
表
面
を
よ
く
よ
く
眺
め

る
と
、
穴
が
開
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

見
つ
け
た
穴
が
縦
に
長
い
楕だ

円え
ん

形
で
、
下

側
の
左
右
に
窪く
ぼ

み
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
カ

ワ
セ
ミ
か
ヤ
マ
セ
ミ
の
巣
か
も
し
れ
な
い

（
写
真
４
）。
カ
ワ
セ
ミ
は
そ
の
青
と
も
緑

と
も
見
え
る
背
中
の
中
央
に
ひ
と
き
わ

目
立
つ
水
色
の
羽
を
持
ち
、
お
腹
は
橙
、

足
は
朱
色
と
鮮
や
か
な
色
合
い
が
目
立
つ

小
鳥
で
あ
る
。

　

一
方
で
ヤ
マ
セ
ミ
の
色
合
い
は
渋
い
。

ち
ょ
っ
と
ボ
サ
ボ
サ
し
た
冠か
ん

羽う

、
顔
と
背

面
、
首
周
り
は
白
と
黒
の
鹿
の
子
模
様

だ
。
腹
部
は
白
く
、
オ
ス
は
胸
に
、
メ
ス

は
翼
の
内
側
に
橙
が
入
る
。
体
の
大
き
さ

は
異
な
る
も
の
の
、
両
種
と
も
土
の
崖
に

奥
行
き
の
あ
る
横
穴
を
掘
っ
て
営
巣
す

る
。
カ
ワ
セ
ミ
の
巣
穴
は
五
十
～
八
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
奥
に
伸
び
て
お
り
、

最
奥
部
に
少
し
広
い
産
室
が
あ
る
。
体
の

大
き
い
ヤ
マ
セ
ミ
（
カ
ワ
セ
ミ
の
二
倍
以

上
）
の
巣
穴
は
な
お
深
く
、
一
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

（写真 1 ）増水による千曲川の水位の変化（2006 年 7 月、鼠橋から上流を撮影）

（写真２）草の中に造られたホオジロの巣と卵

   （
写
真
４
）
カ
ワ
セ
ミ
の
巣 

（
写
真
３
）
ヨ
シ
原
の
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
の
巣
と
卵


